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制振材料勉強会活動報告及びVibrationDamping第 5章の概要
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(制振材料勉強会，計測・評価技術分科会)
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計測・評価技術分科会所属のワーキンググループ『制振材料勉強会j では現在、英文テキス

ト“Vibrationn細 ping"の輪講を実施中であるが、本報告では 16年度に輪講を実施した第 5

章の内容を紹介する。
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1 .勉強舎の活動肉容

計測・評価技術分科会所属のワーキンググル

ープ『制娠材料勉強会Jでは現在，英文テキス

トマ伽畦防、D制1PinI"Oの輪講を行っているが，

本報告では 16年度に実施した第5章の内容に

ついて概要を説明する.

2. 5寧の内容の要約

本章は以下のように動吸振器(tuned也即er)に

関する原理，応用を述べたものである.

-構造物の減衰を増加させる一方法として 1つ，

もしくは複数の動吸振器を使用する方法があ

る.この装置は，一自由度のパネ，ダンピング

層の上にマスがあるという構成，パネの上にマ

スがある構造，ダンピング梁，複数の構造物の

各要素を粘弾性体で結合した場合等がある.こ

れらは，エネルギーの消散により構造物の減衰

に寄与するものであり，不減衰共振器やダイナ

ミック・アプソーパーのようなメカニズムで振
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動を減衰させるものとは異なる.すなわち，離

散的な調整された共振エネルギ一変換装置の

機能とは異なっている.このように，動吸振器

は.ある周波数範囲において効果的であり，ま

た，多くの共振振動が現れている構造物におい

ても 1個の動吸振器で効果的に制御すること

も可能である.動吸振器は，第6章で説明する

ダンピング層による減衰処理の場合の原理と

は異なり，表面歪みにより発生する部位へのダ

ンピング付加ではなく，構造体の局所変位に関

するエネルギの消散装置である.このように低

振動表面歪みを持つ構造物，すなわち，大きな

アンテナや高い位置にある曲線要素よりなる

空間フレーム構造物に対し，動吸振器はダンピ

ング材による処理よりも効果的である. 1自由

度の動吸振器に必須なことは，大きな変位応答

をしている部位，すなわち振動の腹の部分に取

り付けることである.つまり 1個の共振周波

数を持っか，もしくは同じ歪みエネルギをもっ

高次共擾モードの腹の部分に取り付けること


